








Copyright (c) 2018 橋本理博


















The position of the Bank of Amsterdam in the study 
of monetary history
Masahiro HASHIMOTO








れにはオランダ語版（de Wisselbank）と英語版（the Bank of Amsterdam）とがあり，両者の内容
は異ならないものの付された副題は異なっている。前者は『都市の銀行から世界の銀行へ（van 












後のアムステルダム銀行研究の礎を築いたのはファン・ディレン（J. G. van Dillen）である。彼
















































9）　van der Wee（1977）p. 346.
10）　van der Wee（1977）p. 347. この認識に対して，ド・フリース（J. de Vries）とファン・デァ・ワウデ
（A. van der Woude）は，アムステルダムでは国内取引に利用される約束手形を発行したり割引業務を行っ
たりする出納業者と外国為替手形に特化するアムステルダム銀行という一種の分業関係がみられ，振替
銀行の設立によって出納業者の「革新」が中断されることはなかったと「事実との若干の相違」を指摘
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